
皮膚リンパ腫 全国症例数調査の結果（2019年版）

藤井 一恭、島内 隆寿、浅井 純、藤澤 康弘、尹 浩信、加藤 則人

（皮膚がん予後統計委員会）

方法

1. 日本皮膚科学会教育研修施設（2018年度は648施設）にアンケート調査への協力を依頼。

2. 249施設（症例登録あり163施設、症例登録なし86施設）から回答を得た（回収率 34.4%）。

3. のべ704例の新規診断症例の登録があった。

4. 複数の施設からの登録があった症例を除くと692症例であった。

5. WHO-EORTC分類[1]及びWHO分類(2017年版)[2]に基づいて解析を行ったところ、皮膚原発

悪性リンパ腫は478人であった。

6. 今回の調査から成人T細胞白血病/リンパ腫はくすぶり型のみを皮膚原発悪性リンパ腫に分

類した。

結果１

1. 皮膚リンパ腫全体では、男女比が1.3 と男性に多く、診断時年齢の中央値は68歳、平均値は

63.7 歳と高齢発症であった。

2. T/NK細胞リンパ腫が82.4%、B細胞リンパ腫が16.3%、芽球性形質細胞様樹状細胞腫瘍が1.3%で

あった。

3. T細胞/NK細胞リンパ腫では発症頻度が高い順に、菌状息肉症64.5%、原発性皮膚CD30陽性リ

ンパ増殖症15.5% 、末梢性T細胞リンパ腫、非特定（皮膚原発）6.6%、成人T細胞白血病/リンパ

腫（くすぶり型のみ）4.3%であった。

4. 菌状息肉症のうち早期のものは194例（76.4%）、進行期のものは60例（23.6%）であった。

5. B細胞リンパ腫では原発性皮膚びまん性大細胞型B細胞リンパ腫が最も多く、38.5%を占めた。

結果２

1. 今回の調査で初めて全診療症例調査を行った。

2. 原発性及び続発性の皮膚リンパ腫併せてのべ2549例の登録があり、2168例が皮膚原発悪性リ

ンパ腫、381例が続発性リンパ腫であった。

3. 新規診断症例（結果１）と比べ、菌状息肉症の割合が増えており、相対的にB細胞リンパ腫の割

合が減っている。菌状息肉症の早期患者は1088例（76.6%）、進行期患者は333例（23.4%）で、早

期患者と進行期患者の割合は新規診断症例と変わらなかった。

4. 菌状息肉症以外ではリンパ腫様丘疹症、成人T細胞白血病/リンパ腫のみが新規診断症例と比

べて全リンパ腫に占める割合が増えている。

5. B細胞リンパ腫の中では粘膜関連リンパ組織の節外性辺縁帯リンパ腫の占める割合が新規診

断症例と比べて増えている。

6. B細胞リンパ腫では新規診断症例と比べて年齢の中央値、平均値とも若くなっているが、他のB

細胞リンパ腫と比べて若年層に多い粘膜関連リンパ組織の節外性辺縁帯リンパ腫の占める割

合が増えているためで、個々のリンパ腫に関しては新規症例よりもいずれも高齢となっている。

[1] Willemze R, et al. Blood 2005 105: 3768-85

[2] Swerdlow SH, et al. IARC Press; 2017

謝辞: 本研究は下記のご施設の先生方にご協力いただきました（敬称略）。

ここにお礼申し上げます。

本研究は2021年以降も継続いたします。今後とも宜しくお願いいたします。

また、前回から本疫学調査は日本皮膚科学会専門医の新専門医制度のアンケートの

単位として認められています。

施設名称 担当者 施設名称 担当者 施設名称 担当者
旭川医科大学病院 土井春樹 新座志木中央総合病院 新井崇 独立行政法人国立病院機構福山医療センター 下江敬生
札幌医科大学附属病院 神谷 崇文 千葉市立青葉病院 根岸麻有子 福山市民病院 藤原暖
岩手医科大学附属病院 渡辺彩乃 東京歯科大学市川総合病院 高橋愼一 広島県厚生農業協同組合連合会尾道総合病院 松阪由紀
東北大学病院 山﨑絵美 船橋市立医療センター 宮川健彦 地方独立行政法人広島市立病院機構広島市立安佐市民病院 栁瀬哲至
秋田大学医学部附属病院 山田勝裕 総合病院国保旭中央病院 中村聡子 JR広島病院 堀内賢二
山形大学医学部附属病院 紺野隆之 帝京大学ちば総合医療センター 佐藤友隆 県立広島病院 村上絵美
福島県立医科大学附属病院 大塚幹夫 国家公務員共済組合連合会九段坂病院 谷口裕子 独立行政法人地域医療機能推進機構徳山中央病院 中野 純二
筑波大学附属病院 渡辺 玲 東京都立広尾病院 岩澤うつぎ 地方独立行政法人徳島県鳴門病院 長江哲夫
自治医科大学附属病院 角 総一郎 日本赤十字社医療センター 今門 純久 高松赤十字病院 濱田利久
獨協医科大学病院 井川 健 JR東京総合病院 大野祐樹 高知県立あき総合病院 廣瀬康昭
群馬大学医学部附属病院 内山 明彦 総合病院厚生中央病院 竹村卓也 独立行政法人 労働者健康安全機構九州労災病院 吉岡 学
埼玉医科大学病院 村山 喬之 公立学校共済組合関東中央病院 鑑慎司 社会医療法人製鉄記念八幡病院 栗原 雄一
杏林大学医学部付属病院 成田 陽子 独立行政法人地域医療機能推進機構

鳥居秀嗣
医療法人徳洲会福岡徳洲会病院 黒木りえ

慶應義塾大学病院 舩越建 東京山手メディカルセンター 社会医療法人雪の聖母会聖マリア病院 阿部俊文
順天堂大学医学部附属浦安病院 金子高英 東京都立大塚病院 井上梨紗子 社会保険大牟田天領病院 池田 勇
昭和大学病院 小林香映 地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター 宮澤理恵子 医療法人修腎会藤﨑病院 藤﨑亜紀
帝京大学医学部附属病院 林 耕太郎 公益財団法人東京都医療保健協会練馬総合病院 入來景悟 社会医療法人 祐愛会織田病院 織田洋子
東京医科大学病院 脇本紘子 公立昭和病院 鈴木 大介 地方独立行政法人 長崎市立病院機構

東 江里夏
東京大学医学部附属病院 管 析 社会医療法人社団健生会立川相互病院 尾立冬樹 長崎みなとメディカルセンター
東邦大学医療センター大橋病院 新山史朗 町田市民病院 大塚 陽子 日本赤十字社長崎原爆病院 宿輪哲生
東邦大学医療センター大森病院 吉田憲司 稲城市立病院 三宅亜矢子 国立療養所菊池恵楓園 野上玲子
国家公務員共済組合連合会虎の門病院 佐々木優 日本医科大学多摩永山病院 東直行 医療法人創起会くまもと森都総合病院 松尾敦子
日本大学医学部附属板橋病院 伊崎聡志 労働者健康安全機構関東労災病院 足立 真 独立行政法人労働者健康安全機構熊本労災病院 守屋千賀子
昭和大学藤が丘病院 鈴木茉莉恵 神奈川県警友会けいゆう病院 河原由恵 大分市医師会立アルメイダ病院 岡本修
聖マリアンナ医科大学病院 宮垣 朝光 独立行政法人国立病院機構相模原病院 大松華子 公立阿伎留医療センター 新田 桐子
東海大学医学部付属病院 齋藤麗子 横浜市立みなと赤十字病院 渡邊 憲 東京都立小児総合医療センター 定平知江子
横浜市立大学附属病院 石川秀幸 国家公務員共済組合連合会横須賀共済病院 河野 克之 自衛隊福岡病院 井上裕悦
新潟大学医歯学総合病院 藤川大基 横浜栄共済病院 千葉 由幸 学校法人国際医療福祉大学国際医療福祉大学病院 大塚勤
福井大学医学部附属病院 内田沙織 平塚市民病院 栗原 佑一 金沢赤十字病院 川原 繁
山梨大学医学部附属病院 出口 順啓 新潟医療生活協同組合木戸病院 河井一浩 高知県立幡多けんみん病院 石元達士
信州大学医学部附属病院 岩出舞子 新潟市民病院 富山勝博 公益財団法人慈愛会今村総合病院 米倉健太郎
岐阜大学医学部附属病院 松山かなこ 新潟県立がんセンター新潟病院 高塚純子 京都府立医科大学附属北部医療センター 若林祐輔
浜松医科大学医学部附属病院 島内 隆寿 富山赤十字病院 大石 京介 労働者健康安全機構 山陰労災病院 三島 エリカ
愛知医科大学病院 柳下武士 石川県立中央病院 筒井 清広 地方独立行政法人 山口県立病院機構 山田隆弘
名古屋市立大学病院 鳥居寛 公立能登総合病院 谷内 克成 山口県立総合医療センター
名古屋大学医学部附属病院 棚橋 華奈 福井県立病院 岡本 芳伸 社会福祉法人恩賜財団済生会川内病院 坂口 郁代
藤田医科大学病院 山田愛香 福井赤十字病院 八木洋輔 医療法人啓信会京都きづ川病院 西山瑞穂
三重大学医学部附属病院 山中恵一 公益財団法人山梨厚生会山梨厚生病院 田中敬子 医療法人育和会育和会記念病院 染田幸子
滋賀医科大学医学部附属病院 藤本徳毅 長野県厚生農業協同組合連合会長野松代総合病院 瀧澤好廣 独立行政法人地域医療機能推進機構金沢病院 小村一浩
京都大学医学部附属病院 鬼頭昭彦 JA長野厚生連 南長野医療センター 篠ノ井総合病院 木藤 健治 社会福祉法人 恩賜財団 済生会支部 新潟県済生会

橋本 剛
京都府立医科大学附属病院 浅井純 伊那中央病院 福沢正男 済生会新潟病院
大阪市立大学医学部附属病院 夏見亜希 独立行政法人国立病院機構まつもと医療センター 新倉 冬子 地方独立行政法人加古川市民病院機構 加古川中央市民病院 山田 陽三
大阪大学医学部附属病院 清原英司 岐阜市民病院 加納宏行 独立行政法人地域医療機能推進機構さいたま北部医療センター 山田朋子
関西医科大学附属病院 中谷佳保里 高山赤十字病院 市橋 直樹 国立療養所奄美和光園 馬場まゆみ
近畿大学医学部附属病院 佐藤雅子 岐阜県立多治見病院 柴田章貴 名寄市立総合病院 大石 泰史
神戸大学医学部附属病院 藤原進 沼津市立病院 秦 まき 香川県立中央病院 森下佳子
奈良県立医科大学附属病院 小川浩平 順天堂大学医学部附属静岡病院 長谷川敏男 社会医療法人同心会古賀総合病院 津守伸一郎
和歌山県立医科大学附属病院 上中 智香子 磐田市立総合病院 佐野友佑 社会医療法人泉和会千代田病院 小田裕次郎
島根大学医学部附属病院 金子 栄 豊川市民病院 西尾栄一 昭和大学江東豊洲病院 永田茂樹
岡山大学病院 平井陽至 医療法人豊田会刈谷豊田総合病院 山北高志 公立学校共済組合中国中央病院 杉本佐江子
川崎医科大学附属病院 田中了 独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター 清水真 三田市民病院 小坂博志
広島大学病院 亀頭晶子 名古屋市立東部医療センター 岩井敦子 川崎市立井田病院 安西秀美
徳島大学病院 緋田哲也 社会福祉法人聖霊会聖霊病院 春原晶代 医療法人社団緑成会 横浜総合病院 鈴木 琢
愛媛大学医学部附属病院 西原克彦 名古屋第二赤十字病院 榊原代幸 公益財団法人ライフ・エクステンション研究所付属永寿総合病院 和田直子
高知大学医学部附属病院 青木 奈津子 トヨタ自動車株式会社 トヨタ記念病院 安藤高志 新潟県厚生連新潟医療センター 松山麻子
九州大学病院 中原 真希子 津島市民病院 竹内 誠 地方独立行政法人福岡市立病院機構福岡市立こども病院 工藤恭子
久留米大学病院 武藤 一考 地方独立行政法人三重県立総合医療センター 加古智子 土佐市立土佐市民病院 三好研
産業医科大学病院 井上秋葉 松阪市民病院 杉本恭子 新潟大学地域医療教育センター魚沼基幹病院 藤原 浩
福岡大学病院 山口和記 大津市民病院 末廣 晃宏 独立行政法人国立病院機構鹿児島医療センター 松下 茂人
佐賀大学医学部附属病院 米倉 直美 長浜赤十字病院 川端紀子 岡山労災病院 白藤 宜紀
長崎大学病院 鍬塚 大 京都第二赤十字病院 金丸麻衣 つがる西北五広域連合つがる総合病院 竹本啓伸
熊本大学医学部附属病院 青井 淳 地方独立行政法人京都市立病院機構京都市立病院 奥沢 康太郎 独立行政法人国立病院機構青森病院 横山祥平
大分大学医学部附属病院 後藤瑞生 一般財団法人住友病院 庄田裕紀子 鳥取県立中央病院 足立孝司
宮崎大学医学部附属病院 持田耕介 松下記念病院 森島陽一 医療法人 秀和会 秀和総合病院 志村 智恵子
鹿児島大学医学部・歯学部附属病院 藤井一恭 地方独立行政法人 大阪府立病院機構

執行 彩希
社会医療法人 光生病院 多田讓治

琉球大学医学部附属病院 宮城拓也 大阪はびきの医療センター 国立病院機構 福岡病院 西江 温子
独立行政法人国立病院機構金沢医療センター 稲沖 真 社会医療法人生長会府中病院 吉岡啓子 北九州市立八幡病院 古賀文二
NTT東日本関東病院 吉村 紫 岸和田徳洲会病院 駒村公美 独立行政法人国立病院機構 東名古屋病院 加藤愛
自治医科大学附属さいたま医療センター 梅本尚可 独立行政法人労働者健康安全機構神戸労災病院 皿山泰子 国際医療福祉大学市川病院 菅谷誠
東邦大学医療センター佐倉病院 木村雅明 独立行政法人地域医療機能推進機構神戸中央病院 村西 浩二 医療法人 渓仁会 手稲渓仁会病院 加瀬貴美
国立病院機構北海道がんセンター 佐藤 誠弘 西宮市立中央病院 西谷奈生 医療法人社団昴会 日野記念病院 山根尚子
砂川市立病院 鎌田 麻子 医療法人明和病院 黒川一郎 秋田県厚生農業協同組合連合会 大曲厚生医療センター 石河 軌久
市立釧路総合病院 中村 裕之 公立学校共済組合近畿中央病院 樽谷勝仁 公益財団法人昭和会 今給黎総合病院 久留光博
青森県立中央病院 原田 研 宝塚市立病院 山本 哲久 大阪赤十字病院 立花 隆夫
八戸市立市民病院 村井孝弥 自衛隊阪神病院 大倉隆昭 医療法人 川村会 くぼかわ病院 志賀 建夫
東北労災病院 谷田 宗男 独立行政法人国立病院機構姫路医療センター 福田 均 京都山城総合医療センター 花田圭司
独立行政法人国立病院機構仙台医療センター 飯澤理 独立行政法人労働者健康安全機構和歌山労災病院 下松達哉 埼玉石心会病院 飯川まどか
地方独立行政法人市立秋田総合病院 小関史朗 日本赤十字社和歌山医療センター 辻岡 馨 地方独立行政法人 大阪市民病院機構

深井和吉
能代厚生医療センター 矢島晴美 独立行政法人国立病院機構南和歌山医療センター 南宏典 大阪市立総合医療センター
水戸赤十字病院 小林桂子 公立那賀病院 米井 希 医療法人 三慶会 指扇病院 塚原理恵子
前橋赤十字病院 大西一德 鳥取市立病院 増地 裕 国立療養所 沖縄愛楽園 照屋 操
医療法人石井会石井病院 曽我部陽子 川崎医科大学総合医療センター 山本 剛伸 久留米大学医療センター 橋川恵子
伊勢崎市民病院 田村 敦志 岡山済生会総合病院 吉富 惠美 市立岸和田市民病院 山内康平
SUBARU健康保険組合 太田記念病院 根岸泉 総合病院岡山市立市民病院 岡崎布佐子 医療法人藤井会香芝生喜病院 加茂理英
さいたま市立病院 齋藤 京 独立行政法人国立病院機構岡山医療センター 眞部恵子 高知赤十字病院 藤岡愛

結果１：新規診断症例登録数 Total Neoplasm Male Female
M/F

Age
No. % category No. No. Median Average±sd Range

Total 478 100 % 274 204 1.34 68 63.7 ± 16.8 99 ‐ 11

T細胞/NK細胞リンパ腫 394 82.4 100 236 158 1.49 67 62.5 ± 16.6 99 ‐ 11

菌状息肉症 254 53.1 64.5 159 95 1.67 66   62.4 ± 16.0 99 ‐ 11

セザリー症候群 7 1.5 1.8 5 2 2.50 67   63.3 ± 16.4 85 ‐ 28

原発性皮膚CD30陽性リンパ増殖症 61 12.8 15.5 38 23 1.65 61   59.5 ± 19.5 90 ‐ 13

原発性皮膚未分化大細胞リンパ腫 46 9.6 11.7 34 12 2.83 67.5   63.5 ± 18.5 90 ‐ 15

リンパ腫様丘疹症 15 3.1 3.1 4 11 0.36 51   47.3 ± 17.3 72 ‐ 13

成人T細胞白血病・リンパ腫（くすぶり型のみ） 17 3.6 4.3 6 11 0.55 73   73.9 ± 5.7 87 ‐ 63

種痘様水疱症様リンパ増殖症 0 0.0 0.0 0 0 - - - - - -

節外性NK/T細胞リンパ腫、鼻型 10 2.1 2.5 5 5 1.00 67.5   62.6 ± 14.3 79 ‐ 29

皮下脂肪織炎様T細胞リンパ腫 8 1.7 2.0 3 5 0.60 45   49.5 ± 17.9 78 ‐ 23

原発性皮膚γδT細胞リンパ腫 0 0.0 0.0 0 0 - - - - - -

皮膚原発 CD8 陽性劇症表皮向性細胞傷害性T細胞リンパ腫 1 0.2 0.3 0 1 0.00 47   47.0 - - -

原発性皮膚末端性CD8陽性T細胞リンパ腫 1 0.2 0.3 1 0 - 70   70.0 - - -

原発性皮膚CD4陽性小・中T細胞リンパ増殖異常症 9 1.9 2.3 6 3 2.00 66   60.4 ± 14.2 76 ‐ 33

末梢性T細胞リンパ腫、非特定（皮膚原発） 26 5.4 6.6 13 13 1.00 71   67.5 ± 15.5 90 ‐ 34

B細胞リンパ腫 78 16.3 100 32 46 0.70 73.5 69.1 ± 17.1 95 ‐ 17

粘膜関連リンパ組織の節外性辺縁帯リンパ腫 19 4.0 24.4 6 13 0.46 61   56.6 ± 20.8 83 ‐ 17

原発性皮膚濾胞中心リンパ腫 20 4.2 25.6 9 11 0.82 72.5 71.9 ± 13.8 95 ‐ 44

原発性皮膚びまん性大細胞型B細胞リンパ腫、下肢型 30 6.3 38.5 13 17 0.76 77   73.2 ± 13.3 95 ‐ 49

EBウイルス陽性粘膜皮膚潰瘍 0 0.0 0.0 0 0 - - - - - -

その他の皮膚B細胞リンパ腫 9 1.9 11.5 4 5 0.80 77   75.7 ± 13.0 89 ‐ 43

芽球性形質細胞様樹状細胞腫瘍 6 1.3 6 0 - 74.5 73.5 ± 8.0 84 ‐ 62

結果２：全診療症例登録数 Total Neoplasm Male Female
M/F

Age
No. % category No. No. Median Average±sd Range

Total 2168 100 % 1213 955 1.27 68 64.7 ± 16.1 99 ‐ 5

T細胞/NK細胞リンパ腫 1932 89.1 100 1094 838 1.31 68 64.2 ± 15.9 99 ‐ 5

菌状息肉症 1421 65.5 73.6 801 620 1.29 67   64.2 ± 15.6 99 ‐ 11

セザリー症候群 31 1.4 1.6 26 5 5.20 67   67.0 ± 13.9 86 ‐ 28

原発性皮膚CD30陽性リンパ増殖症 225 10.4 11.6 132 93 1.42 62   60.5 ± 17.6 95 ‐ 13

原発性皮膚未分化大細胞リンパ腫 148 6.8 7.7 96 52 1.85 65   62.5 ± 17.0 95 ‐ 15

リンパ腫様丘疹症 77 3.6 3.6 36 41 0.88 56   56.6 ± 18.0 88 ‐ 13

成人T細胞白血病・リンパ腫（くすぶり型のみ） 97 4.5 5.0 50 45 1.11 70   70.5 ± 10.6 91 ‐ 39

種痘様水疱症様リンパ増殖症 0 0.0 0.0 0 0 - - - - - -

節外性NK/T細胞リンパ腫、鼻型 19 0.9 1.0 11 8 1.38 68   65.7 ± 17.7 98 ‐ 24

皮下脂肪織炎様T細胞リンパ腫 26 1.2 1.3 8 18 0.44 59.5   55.0 ± 19.4 85 ‐ 13

原発性皮膚γδT細胞リンパ腫 3 0.1 0.2 1 2 0.50 62   57.3 ± 19.1 78 ‐ 32

皮膚原発 CD8 陽性劇症表皮向性細胞傷害性T細胞リンパ腫 5 0.2 0.3 2 3 0.67 73   75.2 ± 16.4 92 ‐ 47

原発性皮膚末端性CD8陽性T細胞リンパ腫 2 0.1 0.1 1 1 1.00 63.5   63.5 ± 6.5 70 ‐ 57

原発性皮膚CD4陽性小・中T細胞リンパ増殖異常症 22 1.0 1.1 16 6 2.67 65.5   58.6 ± 22.1 91 ‐ 5

末梢性T細胞リンパ腫、非特定（皮膚原発） 81 3.7 4.2 45 36 1.25 71   68.0 ± 15.1 90 ‐ 26

B細胞リンパ腫 227 10.5 100 113 114 0.99 71 68.3 ± 16.9 98 ‐ 11

粘膜関連リンパ組織の節外性辺縁帯リンパ腫 75 3.5 33.0 32 43 0.74 63   59.8 ± 18.1 88 ‐ 11

原発性皮膚濾胞中心リンパ腫 52 2.4 22.9 27 25 1.08 75.5 71.5 ± 15.2 95 ‐ 28

原発性皮膚びまん性大細胞型B細胞リンパ腫、下肢型 75 3.5 33.0 38 37 1.03 77   74.4 ± 13.9 98 ‐ 38

EBウイルス陽性粘膜皮膚潰瘍 1 0.0 0.4 0 1 0.00 69   - - - -

その他の皮膚B細胞リンパ腫 24 1.1 10.6 16 8 2.00 74   69.3 ± 14.1 89 ‐ 31

芽球性形質細胞様樹状細胞腫瘍 9 0.4 6 3 2.00 72 69.4 ± 14.2 84 ‐ 36

結果３：続発性リンパ腫登録数 新規診断症例 Male/Female
M/F

全診療症例 Male/Female
M/F

No. % No. No. % No.

合計 214 100 120/ 94 1.28 382 100 214/ 168 1.27 

びまん性大細胞型B細胞リンパ腫 60 28.0 36 24 1.50 87 22.8 49 38 1.29 

粘膜関連リンパ組織の節外性辺縁帯リンパ腫（皮膚外原発） 1 0.5 1 0 - 8 2.1 3 5 0.60 

濾胞中心リンパ腫 (皮膚外原発） 9 4.2 2 7 0.29 14 3.7 4 10 0.40 

マントル細胞リンパ腫 1 0.5 1 0 - 4 1.0 4 0 -

形質芽細胞リンパ腫 1 0.5 1 0 - 1 0.3 1 0 -

血管内リンパ腫 45 21.0 21 24 0.88 48 12.6 23 25 0.92 

成人T細胞白血病・リンパ腫（くすぶり型以外） 53 24.8 32 21 1.52 129 33.8 79 50 1.58 

血管免疫芽球性T細胞リンパ腫 3 1.4 2 1 2.00 14 3.7 7 7 1.00 

ALK陽性未分化大細胞リンパ腫 1 0.5 0 1 0.00 4 1.0 1 3 0.33 

ALK陰性未分化大細胞リンパ腫 6 2.8 4 2 2.00 15 3.9 9 6 1.50 

末梢性T細胞リンパ腫、非特定（皮膚外原発） 9 4.2 6 3 2.00 10 2.6 6 4 1.50 

ホジキンリンパ腫 4 1.9 3 1 3.00 8 2.1 7 1 7.00 

その他の医原性免疫抑制関連リンパ増殖性疾患 9 4.2 4 5 0.80 16 4.2 5 11 0.45 

移植後リンパ増殖性疾患 1 0.5 1 0 - 1 0.3 1 0 -

ランゲルハンス細胞組織球症 2 0.9 0 2 0.00 3 0.8 1 2 0.50 

その他 9 4.2 6 3 2.00 20 5.2 14 6 2.33 

結果３

1. 続発性皮膚リンパ腫に関しては新規診断症例として214例、全診療症例として382例の登録が

あった。

2. 新規診断症例として最も多かったのはびまん性大細胞型B細胞リンパ腫で60例、次いで成人T

細胞白血病/リンパ腫（くすぶり型以外）53例、血管内リンパ腫45例の順であったが、全診療症

例では成人T細胞白血病/リンパ腫（くすぶり型以外）が129例と最も多かった。

結果４：皮膚リンパ腫の転帰

菌状息肉症（早期） 菌状息肉症（進行期） セザリー症候群

原発性皮膚未分化大細胞リンパ腫 成人T細胞白血病/リンパ腫（くすぶり型）

■：治癒

■：軽快

■：不変

■：悪化

■：現病死

■：他因死

■：中止

結果４

1. 今回の調査で初めて全診療症例の転帰についても調査した。

2. 転帰の判断は担当医の主観にゆだねた。

3. 菌状息肉症（早期）では65.8%が軽快以上、96.5%以上が不変以上で

あったが、進行期では軽快以上が44.4%、不変以上が76.7%で、悪化

及び現病死が21.5%を占めた。セザリー症候群も軽快以上が41.9％、

不変以上が71.0%で悪化及び現病死が25.8%を占めた。

4. 皮膚原発未分化大細胞リンパ腫では軽快以上が69.3％、不変以上

が89.1%で、悪化及び現病死が8.8%であった。

5. 成人T細胞白血病/リンパ腫（くすぶり型）では軽快以上が32.0%、不

変以上が80.4%で、悪化及び現病死が17.5％であった。
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